
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

担い手の経営のライフステージに応じた支援 

タイトル 復興応援定期貯金の創設 ＪＡ名 かみつが （栃木県） 

１ 動機 

（経緯） 

 平成２７年９月の台風１８号によって、当ＪＡ管内各地区も甚大な被害を受け

ました。当ＪＡで何かできることはないかと検討した結果、冬期貯蓄推進運動（ウ

インターキャンペーン２０１５）と合わせ、キャンペーン定期貯金（＝復興応援

定期貯金）として預入した金額の０.０２％相当額を当ＪＡの各市へ災害義援金

（または寄付金）として寄付することといたしました。 

２ 概要  お客様よりキャンペーン定期貯金として預入した金額の０.０２％相当分を、管

内の各市へ災害義援金として寄付しました。 

キャンペーン期間 … 平成２７年１１月２日～平成２８年１月２９日

（寄付の内訳） 

①栃木県鹿沼市

鹿沼市管内１０店舗にて、キャンペーン定期として預入した金額の０.０

２％相当額（小数点以下切り捨て） 

②栃木県栃木市

栃木市管内１店舗にて、キャンペーン定期として預入した金額の０.０２％

相当額（小数点以下切り捨て） 

③栃木県日光市

日光市管内５店舗にて、キャンペーン定期として預入した金額の０.０２％

相当額（小数点以下切り捨て） 

３ 成果 

（効果） 

キャンペーン定期貯金実績および災害義援金（または寄付金）総額

  預入総件数  ２，３１８件  

預入総金額  ２，９９６、５０５千円 

  災害義援金（または寄付金）総額  ５９９，２９９円 

（災害義援金（または寄付金）の内訳） 

  鹿沼市  ３７１，３８８円 

  栃木市   ５２，７４２円 

  日光市  １７５，１６９円 

４ 今後の

予定（課題） 

今後もこのような自然災害時等の際には同様の商品企画ができるよう前向きに検

討し、金融サービスを提供いたします。 


